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上
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

夢
と
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
町
民
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
町
政
運
営
全
般
に
わ
た
り
多
大

な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
３
年
に
１
度
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

を
秋
会
期
と
し
て
高
見
島
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
前
回
と
同
じ
く
京
都
精
華
大
学
の
皆
様
に

素
晴
ら
し
い
ア
ー
ト
作
品
を
制
作
、
展
示
し
て

い
た
だ
き
、
目
新
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披

露
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
者
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を

下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
来
島
下
さ
っ

た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
多

度
津
町
実
行
委
員
会
お
よ
び
支
援
協
議
会
の
皆

様
、
さ
ざ
え
隊
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
、
そ
し
て
高
見
島
の
皆
様
等
、
た
く

さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
、
ご
尽
力
に
対
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

和
初
期
の
料
亭
が
生
き
返
り
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
香

露
軒
」
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
多
度
津
七
福
神
と
呼
ば
れ
て
い
た
豪
商

の
内
、
た
だ
一
つ
現
存
し
て
い
る
お
屋
敷
を
、
な

ん
と
か
残
し
た
い
と
願
う
町
民
皆
様
の
熱
意
で
、

公
開
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
内

外
か
ら
予
想
を
超
え
る
多
く
の
見
物
の
方
々
に
訪

れ
て
い
た
だ
き
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

好
評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
町
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
た
だ
け
る
志
の
高
い
皆
様
と
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
、
交
流
人
口
の
増
加
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

四
国
の
鉄
道
発
祥
の
地
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
多
度

津
駅
周
辺
の
活
性
化
は
、
地
方
創
生
の
拠
点
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
老
朽
化
し
た
跨
線
橋

の
建
て
替
え
と
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含

め
た
周
辺
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
ん

で
み
た
い
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｉ
タ
ー
ン
等
、
移
住
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
様
々
な
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、

政
策
、
事
業
を
進
め
て
い
き
、
町
民
皆
様
の
幸
せ

の
向
上
と
、
多
度
津
町
の
発
展
を
願
い
、
町
議
会

議
員
の
皆
様
と
も
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ

る
課
題
に
立
ち
向
か
い
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
希
望

に
満
ち
た
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
私
共
行
政
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な

課
題
が
、
人
口
減
少
対
策
、
地
方
創
生
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
加
え
て
、
依
然
と
し
て

加
速
し
て
い
る
都
会
、
特
に
首
都
圏
へ
の
一
極

集
中
的
な
人
口
の
流
出
を
、
い
か
に
食
い
止
め

多
度
津
町
へ
の
移
住
、
定
住
、
交
流
人
口
を
促

進
し
て
い
く
か
が
、
喫
緊
の
命
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

と
人
づ
く
り
が
必
須
条
件
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

わ
が
多
度
津
町
は
、
四
国
の
鉄
道
発
祥
の
地
と

し
て
の
讃
岐
鉄
道
、
四
国
電
力
の
前
身
で
あ
る
四

国
水
力
電
気
（
株
）、
私
立
銀
行
と
し
て
は
香
川

県
初
で
あ
る
多
度
津
銀
行
、
四
国
全
域
を
管
轄
し

て
い
た
多
度
津
郵
便
局
、
香
川
県
初
の
測
候
所
で

あ
る
多
度
津
測
候
所
、
加
え
て
四
国
の
海
の
玄
関

と
し
て
要
衝
だ
っ
た
多
度
津
港
等
々
、
四
国
の
近

代
産
業
発
祥
の
地
と
し
て
栄
え
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
生
か
し
た
独
自

性
溢
れ
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
街
お

こ
し
、
地
域
お
こ
し
は
、
行
政
だ
け
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
民
間
の
皆
様
の
知

恵
と
活
力
を
生
か
し
て
、
協
働
で
推
し
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

歴
史
深
い
町
で
す
の
で
、
価
値
あ
る
古
民
家
が

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財
産
を
保

存
、
継
承
し
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
交
流
人

口
の
増
加
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
お
い
で
ま
い
町
屋

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
昭

多度津町長
丸 尾 幸 雄
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

多
度
津
町
議
会
を
代
表
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
平
成
29
年
の
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
運
営
に
対
し
暖
か
い

ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
近
行
わ
れ
た
米
大
統
領
選
で
は
共
和
党
ト

ラ
ン
プ
氏
が
大
方
の
予
想
に
反
し
て
勝
利
を
つ

か
み
ま
し
た
。
品
格
な
い
言
動
で
指
導
者
の
資

質
を
疑
わ
れ
な
が
ら
も
信
任
を
得
た
こ
と
は
米

社
会
に
我
々
の
想
像
を
超
え
た
既
存
政
治
へ
の

失
望
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
発
言
し
た
数
々
の
公
約
は
、

こ
れ
か
ら
学
ぶ
う
ち
に
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
「
米
国
第

一
主
義
」「
偉
大
な
米
国
を
取
り
戻
す
」
こ
の

二
つ
だ
け
は
貫
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
日

本
の
将
来
に
つ
い
て
も
い
ず
れ
根
本
的
に
見
直

ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
を
進
め
る
中
で
豊
か
で
住
み

よ
い
活
力
あ
る
多
度
津
町
を
実
現
す
る
こ
と
は

行
政
お
よ
び
議
会
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

　

多
度
津
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
よ
り
多
く
の
皆
様
に
議
会
活

動
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
町
民
目

線
に
立
っ
た
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
を
議
員

に
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
を
大
切
に
様
々
な
町

政
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
で

豊
か
な
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
町
執
行
部
に

対
し
て
政
策
の
提
案
や
各
施
策
・
事
業
の
推
進
・

検
証
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
に

な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
る
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

国
内
で
は
感
動
の
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
り
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
東
京
都
を
中
心
に
出

発
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
鳥
取
県
中
部
の
倉
吉
市
と
湯
梨
浜

町
で
震
度
６
弱
の
地
震
が
あ
り
、
熊
本
地
震
と

ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

当
町
で
も
大
き
な
揺
れ
を
観
測
す
る
な
ど
広
い

範
囲
で
の
揺
れ
を
観
測
し
ま
し
た
。
災
害
対
策

事
業
を
促
進
し
て
ゆ
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
も
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と

厳
し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
町
民
が
将

来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

真
摯
に
議
論
を
進
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
存
じ
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
は
昨
年
大
型

事
業
の
老
朽
化
し
た
跨
線
橋
を
緊
急
避
難
路
整

備
事
業
と
し
て
平
成
29
年
度
末
を
完
了
と
し
、

Ｊ
Ｒ
四
国
に
発
注
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
耐

震
化
事
業
で
白
方
小
学
校
の
改
築
工
事
も
発
注

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
農
業
の
振
興
や
特
産
品

の
開
発
、
商
工
業
の
活
性
化
、
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
の
充
実
、
少

子
化
対
策
な
ど
を
行
い
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

達
の
た
め
学
校
施
設
の
整
備
も
検
討
し
て
い
き

多度津町議会議長
志 村　 忠 昭
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　日本に住む２０～６０歳未満のすべての人は国民年金に加入し、
保険料を納めることになっています。
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガ
で障害が残ったときや、一家の働き手が亡くなったときなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。
　ただし、加入の届出や保険料の納め忘れがあると年金が受けられないこともありますので、「あの時に・・・」
と後悔する前に、加入しましょう。
　加入の手続きは、住民課保険年金係または年金事務所へお尋ねください。（20 歳前に就職して厚生年金等
に加入中の方は、加入手続きは不要です。）
　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、｢学生納付特例｣ や ｢若年者納付猶予｣
など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、住民課で加入手続きと併せて申請してください。

　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。
　国民年金や厚生年金に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記録や保険料の納
付状況などがこの番号で管理されます。
　年金手帳は、年金に関する手続きの際に必要となりますので、大切に保管してください。

善通寺年金事務所　☎ 62-1660　　　住民課　☎ 33-4480

■年金手帳は大切に保管しましょう

新成人のみなさんおめでとうございます

つなげよう 心と命 献血で歯科健診の受診は
もうお済みですか？

20歳から国民年金

　現在県内で必要な輸血用血液製剤は、県民の皆
様からの献血でおおむね確保できています。医療
に欠かすことのできない血液は、まだ人工的に造
ることができないため、皆様の善意の献血に支え
られています。しかし、ここ数年の献血者数は、
１０年前と比較すると大幅に減少しています。
　献血は身近にできるボラン
ティアです。経験のない方もぜ
ひ一度、ご協力をお願いします。

　昨年７月に、平成２８年４月１日時点で７５歳
の方に歯科健診の受診券をお送りしました。
　受診期限は平成２９年２月２８日（火）となっ
ていますので、まだ受診されていない方は、お早
めに受診されることをおすすめします。
　口腔内の状態が良くなると、持病の改善だけで
はなく、気持ちの高揚にもつながります。
　歯科健診を受診して、虫歯や歯周病、誤嚥性肺
炎などを予防しましょう。

県後期高齢者医療広域連合
　 ☎ 0 8 7 - 8 1 1 - 1 8 6 6

１月 24 日（火）13:30 ～ 16:30
町総合福祉センター
本人確認のため、運転免許証など身分証明書
をご持参ください。
　冬は毎年風邪などで体調を崩す方が増える
ため献血者が減少し、一年中で最も血液が不
足する時期です。一人でも多くの方の協力を
お願いします。
保健センター　☎ 3 2 - 8 5 0 0

4



■
『
小
さ
な
親
切
』
作
文
紹
介

●
人
を
愛
し 

人
を
信
じ 

人
に
尽
す

　
多
度
津
町
立
四
箇
小
学
校

　
　
　
　
　
校
長
　
寺
嶋
　
俊
秀

　

こ
の
言
葉
は
、
平
成
五
年
小
さ

な
親
切
運
動
二
十
九
周
年
記
念
全

国
大
会
で
の
受
賞
を
記
念
し
て
、

本
校
プ
ー
ル
横
に
建
立
さ
れ
た
記

念
碑
に
刻
ま
れ
た
言
葉
で
す
。

　

ま
さ
に
、
四
箇
地
区
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て
い
る
四
箇
小
学
校
を

象
徴
し
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。

　

毎
朝
、
校
門
の
前
で
子
ど
も
た

ち
の
登
校
の
様
子
を
見
る
と
、
遠

く
の
交
差
点
で
、
雨
の
日
も
、
暑

い
日
も
、
寒
い
日
も
登
校
の
様
子

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地

域
の
皆
様
方
が
見
え
ま
す
。
陸
上

練
習
、
マ
ラ
ソ
ン
練
習
を
指
導
す

る
た
め
に
、
毎
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
来
校
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
多
く
の
皆
様
方
が
、
四

箇
の
子
ど
も
た
ち
を
愛
し
、
毎
日

の
学
習
や
生
活
を
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
特
色
あ
る
教
育
活
動
と

し
て
伝
統
的
に
実
施
し
て
い
る
昔

の
遊
び
（
二
年
）、
昔
の
暮
ら
し

（
三
年
）、
餅
つ
き
（
五
年
）
に
よ

る
三
世
代
交
流
学
習
、
弘
田
川
の

水
質
調
査
（
四
年
）
に
よ
る
環
境

学
習
、
牛
乳
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

授
業
（
一
年
）
に
よ
る
親
子
ふ
れ

あ
い
学
習
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し

て
の
職
場
体
験
学
習
（
六
年
）
は
、

公
民
館
、
天
寿
会
、
婦
人
会
、
水

利
組
合
、
商
工
会
議
所
、
町
環
境

課
等
の
関
係
諸
団
体
、
町
内
に
あ

る
商
店
、
工
場
、
町
行
政
の
皆
様

が
四
箇
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
と
い
う
心
意
気
に
溢

れ
た
温
か
い
支
援
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
活
動
で
す
。

　

四
箇
っ
子
は
、
こ
の
よ
う
な
多

く
の
皆
様
方
に
信
じ
ら
れ
、
昔
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
心
豊
か
に
、

賢
く
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い

ま
す
。

　

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
冬
の
手

が
凍
え
る
よ
う
な
寒
い
日
に
も
冷

た
い
水
に
手
を
入
れ
て
雑
巾
を
絞

り
、
黙
々
と
床
に
膝
を
付
け
て
拭

い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。

　

季
節
に
合
わ
せ
て
色
鮮
や
か
に

咲
き
誇
る
花
壇
づ
く
り
の
た
め
に

花
の
植
え
替
え
、
水
や
り
、
雑
草

抜
き
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
子

ど
も
た
ち
。

　

水
曜
日
の
放
課
後
に
は
、
自
主

的
に
各
施
設
（
保
育
所
・
幼
稚
園
・

公
民
館
等
）
を
訪
問
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
。

　

地
域
の
皆
様
方
の「
愛
・
信
・
尽
」

の
心
に
包
ま
れ
て
、
今
日
も
寒
さ

に
負
け
ず
『
花
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
、
親
切
い
っ
ぱ
い
』
に

学
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

■
善
　
意
（
11
月
分
）
敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム『

桃
陵
苑
』

・
香
川　

博　
　
　
（
寿　

町
）

・
塩
田　

吉
之　
　
（
三　

井
）

多
度
津
理
容
組
合
、
ひ
ま
わ
り
の

会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多
度
津
商

工
会
議
所
女
性
会
、（
社
団
）
多

度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

多
度
津
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連

絡
協
議
会
、
多
度
津
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
同
好
会
、
愛
光
保
育
園
、

Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
四
箇
小
学

校（
職
場
体
験
）、多
度
津
町
民
生
・

児
童
委
員
協
議
会
、
山
崎
生
花
店

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
西
村　

一
夫
秀
天
（
山　

階
）

や
ま
し
な
会
（
幹
事
代
理
・
佐
々
木 

由
美
子
）

町内各所に
紙芝居を寄贈

　　　　　　　　　　　　多度津町で生まれ、町の繁栄に
　　　　　　　　貢献した「景山甚右衛門」。
　現在のＪＲ予讃線・土讃線の基礎を作り、私設銀行や電力
会社まで手掛けた偉人について知ってもらおうと「多度津町
の偉人を顕彰する会（塩野拓二会長）」が制作した紙芝居を
13組寄贈していただきました。

親切・人権
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内
内
容
　

時
日
時
　

所
場
所

対
対
象
　

定
定
員
　

料
料
金

申
申
込
み
　

他
そ
の
他
　

問
問
合
せ

■
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ
1
月
催
し

●
平
成
28
年
度
多
度
津
町
成
人
式

時
１
月
８
日
㈰

　
開
場
13
時
00
分 

開
演
14
時
00
分

●
宝
く
じ
文
化
公
演

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
奏
で
る

　
心
に
響
く
　
懐
か
し
き
名
曲

時
１
月
21
日
㈯

　
開
場
18
時
00
分

　
開
演
18
時
30
分

料
前
売
券　

一
般
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

学
生
１
，
０
０
０
円

　

※
全
席
指
定
・
当
日
５
０
０
円
増

●
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
！

　
三
代
目
　
林
家
菊
丸
独
演
会

　
～
上
方
落
語
の
真
骨
頂
～

　
　
気
鋭
落
語
家
の
最
高
峰

　
　「
第
10
回
繁
昌
亭
大
賞
受
賞
」

時
１
月
29
日
㈰

　

開
場
13
時
00
分 

開
演
13
時
30
分

所
リ
ハ
ー
サ
ル
室

料
前
売
券　

一
般
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

学
生　
　

５
０
０
円

　

※
全
席
自
由
・
当
日
３
０
０
円
増

★
チ
ケ
ッ
ト
情
報
★

●
劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　「
王
子
と
こ
じ
き
」

時
２
月
18
日
㈯

　
開
場
17
時
30
分 
開
演
18
時
00
分

料
前
売
券　

Ｓ
席
４
，
３
２
０
円

　
　
　
　
　

Ａ
席
３
，
２
４
０
円

　

※
全
席
指
定
・
３
歳
以
上
有
料

●
「
歌
う
！
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
学
校
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
収
録
観
覧
者
募
集

　
出
演
　
五
木
ひ
ろ
し
・
西
川

　
　
　
　
き
よ
し
・
山
内
惠
介 

他

時
２
月
23
日
㈭　

入
場
無
料

申
往
復
は
が
き
に
次
の
と
お
り
明

　

記
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
往
信
用
裏
面
】
①
郵
便
番
号

　
　

②
住
所
③
名
前
④
電
話
番
号

●
洋
画

時
１
月
４
日
㈬
～
31
日
㈫

　

８
時
30
分
～
17
時

所
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

■
老
人
ク
ラ
ブ
１
月
行
事
予
定

【
連
合
会
】

●
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
研
修
会

時
１
月
20
日
㈮
10
時

所
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

■
桃
陵
大
学
１
月
行
事

【
白
方
地
区
】

●
長
寿
を
祝
う
会

時
１
月
７
日
㈯
10
時

所
白
方
地
区
公
民
館

●
幼
稚
園
と
の
世
代
交
流
事
業

　（
伝
承
遊
び
）

時
１
月
12
日
㈭
９
時
30
分

所
白
方
幼
稚
園

■
『
ひ
だ
ま
り
』
１
月
講
習

●
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　

講
師　

郷
木　

ト
シ
子　

氏

時
１
月
17
日
㈫
10
時
～
11
時
30
分

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33-

４
７
５
５

た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33-

４
７
６
０ 

【
返
信
用
表
面
】
①
郵
便
番
号

　
　

②
住
所
③
名
前

【
返
信
用
裏
面
】
何
も
書
か
な
い

　
　

で
く
だ
さ
い
。
抽
選
結
果
を

　
　

印
刷
し
て
返
送
し
ま
す
。

【
宛
　
先
】

〒
７
６
０-

８
６
８
６（
住
所
不
要
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
松
放
送
局

　
「
歌
う
！
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
学
校
」
係

【
締
　
切
】
１
月
31
日
㈫
必
着

　

応
募
多
数
は
抽
選
。
当
選
者
に

は
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２
人
入

場
可
）
を
、
落
選
者
に
は
そ
の
旨

を
伝
え
る
ご
案
内
を
２
月
９
日
頃

発
送
し
ま
す
。

　

１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場

整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
松
放
送
局

　

☎
０
８
７-

８
２
５-

０
１
６
０

問
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ
（
町
民
会
館
）

☎
33-

３
３
３
０

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

●
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

時
１
月
４
日
㈬
～
31
日
㈫

　

８
時
30
分
～
17
時

所
町
役
場
１
階
・

　

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

■
湯
楽
里
１
月
行
事
予
定

日

時  

間

内  

容

４
㈬
13
時

初
詣

５
㈭
11
時
10
分
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ

６
㈮
10
時
30
分
体
い
き
い
き
健
康
体
操

10
㈫
11
時

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

11
㈬

10
時
30
分
手
編
み
教
室

10
時
30
分
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室

12
㈭

10
時
30
分
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

13
時

健
康
相
談
と
指
圧

13
㈮
9
時
30
分
生
け
花
教
室

18
㈬

9
時
30
分
め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

10
時
30
分
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

19
㈭
10
時
30
分
い
き
い
き
健
康
体
操

20
㈮
10
時
30
分
体
い
き
い
き
健
康
体
操

23
㈪
13
時
30
分
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー

24
㈫
11
時

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

25
㈬
10
時
30
分
手
編
み
教
室

26
㈭
10
時
30
分
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

27
㈮

9
時
30
分
生
け
花
教
室

13
時
30
分
お
話
し
会

30
㈪
10
時
30
分
健
康
運
動
教
室

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　

11
日
㈬
・
17
日
㈫
・
25
日
㈬
・

　

31
日
㈫

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32-

８
５
０
１

残
席
わ
ず
か
！

文化教養・スポーツ

文 
化 
教 

養
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■
た
ど
つ
柳
壇
（
第
75
回
）

橋
　
ひ
ろ
み
　
選

【
題
名
】「
こ
こ
ろ
」

【
第
一
席
】

一
皿
で
笑
顔
に
さ
せ
る
料
理
人

　
　

見
立　
　

池
田　

晴
基

〔
評
〕
食
べ
物
ほ
ど
人
を
正
直
な

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
ち
ょ
っ
と

ご
機
嫌
が
悪
く
て
も
、
お
い
し

い
果
物
と
か
デ
ザ
ー
ト
で
「
こ

ろ
っ
」
と
上
機
嫌
に
な
り
ま
す
。

胃
袋
を
制
す
る
も
の
に
は
、
人

は
弱
い
も
の
で
す
。

【
第
二
席
】

お
化
粧
が
す
ん
で
鏡
に
い
い
笑
顔

　
　

山
階　
　

上
田　

雄
一

〔
評
〕
女
は
神
代
か
ら
化
粧
を
し
、

鏡
を
見
て
ホ
ッ
と
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
素
顔
で
は
と
て

も
人
前
に
出
ら
れ
ず
手
間
が
か

か
り
ま
す
。
で
も
、
本
当
の
お

化
粧
は
笑
顔
で
す
。
化
粧
の
上

に
笑
顔
と
い
う
仕
上
げ
を
忘
れ

た
く
な
い
も
の
で
す
。

【
第
三
席
】

挫
折
に
も
め
げ
ず
笑
顔
で
這
い
あ
が
る

　
　

仲
ノ
町　
　

香
川　

美
代
子

〔
評
〕
生
き
て
ゆ
く
道
で
は
、
数

え
き
れ
な
い
挫
折
に
出
会
い
ま

す
。
で
も
、
そ
こ
か
ら
と
に
か

く
這
い
あ
が
ら
な
い
と
前
に
は

進
め
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
、
す

べ
て
を
笑
顔
に
く
る
ん
で
立
ち

上
り
た
い
も
の
で
す
。

【
佳
　
作
】

ス
ト
レ
ス
が
孫
の
笑
顔
で
丸
く
な
る

　
　

山
階　
　

中
野　

昌
代

よ
う
か
ん
と
笑
顔
持
参
で
祖
母
見
舞
う

　
　

家
中　
　

坂
口　

定
子

●
次
回
作
品
募
集

　
題
名
「
く
ぐ
る
」

申
２
月
18
日
㈯
必
着

ハ
ガ
キ
に
①
作
品
（
未
発
表
を

三
句
ま
で
）
②
住
所
③
氏
名
④

電
話
番
号
を
記
入
し
、
中
央
公

民
館
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

問
町
立
中
央
公
民
館☎

33-

０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
平
成
28
年
度
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

交
流
大
会

　
（
10
月
26
日
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

　

優
　
勝　

桜
川
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

夢
港
チ
ー
ム

●
第
１
０
０
回
記
念
イ
レ
ブ
ン

　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　（
11
月
19
日
／
四
箇
小
学
校
）

　

優
　
勝　

秋
山　

美
代
子

　

準
優
勝　

柾　

麗
子

　

３
　
位　

永
井　

寿
子

●
多
度
津
町
柔
道
大
会

　（
11
月
23
日
／
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

【
９
歳
以
下
の
部
】

　
優
　
勝　
安
村 

茉
莉
愛 

イ
ザ
ベ
ル

　

準
優
勝　

栁
原　

海
人

　

３
　
位　

山
本　

観
那

【
12
歳
以
下
の
部
】

　
優
　
勝　

栁
原　

騎
士

　

準
優
勝　

栁
原　

汐
音

　

３
　
位　
安
村 

龍
美
花 

シ
レ
ナ

【
16
歳
以
下
の
部
】

　
優
　
勝　

岡
部　

壮
汰

　

準
優
勝　
安
村 

愛
優
美 

ジ
ャ
ス
ミ
ン

　

３
　
位　

栁
原　

騎
士

【
42
歳
以
上
の
部
】

　
優
　
勝　

宮
武　

優

　

準
優
勝　

上
岡　

慎
二

【
女
子
一
般
の
部
】

　
優
　
勝　
安
村 

愛
優
美 

ジ
ャ
ス
ミ
ン

　

準
優
勝　
安
村 

龍
美
花 

シ
レ
ナ

　

３
　
位　

栁
原　

汐
音

【
男
子
一
般
の
部
】

　
優
　
勝　

香
川　

陽
平

　

準
優
勝　

土
井　

直
人

　

３
　
位　

宮
武　

優

第
59
回
多
度
津
町
芸
術
展
開
催

　

11
月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
）

の
２
日
間
、町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

町
立
中
央
公
民
館
・
多
度
津
小
学
校

体
育
館
を
会
場
と
し
て
、
町
芸
術
展

が
多
度
津
町
芸
術
同
好
会
の
主
催
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
部
門
よ
り
、
３
１
７
名
の
出

展
者
に
よ
る
作
品
お
よ
び
町
内

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
作
品
、

町
子
連
の
作
品
お
よ
び
多
度
津
高

校
の
生
徒
作
品
が
展
示
さ
れ
、
約

１
，
５
０
０
名
の
方
が
鑑
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
度
津
地
区
婦
人
会
・

多
度
津
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
多
度
津

町
手
を
つ
な
ぐ
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
、

淡
交
会
多
度
津
分
会
に
よ
る
お
茶

会
、
明
徳
会
図
書
館
に
よ
る
本
の

も
っ
た
い
な
い
市
で
も
多
く
の
方

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ

文化教養・スポーツ
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町内の幼稚園で
もちつき大会を開催

収穫感謝祭・食事会（愛光保育園） 第 18 回多度津町消防操法大会

　子どもたちは「よいしょ！　
よいしょ！」と元気に声をあげ
ながら、地域やおう
ちの方と餅つきを楽
しみ、つきたてのお
餅をおいしくいただ
きました。

　１１月１６、１７日に、家庭から野菜や果
物を持ち寄り、秋の実りを感謝する礼拝を行
いました。
　その後、施設訪問
をしたり、園庭で食
事会を開き、おいし
いものを食べられる
喜びをみんなで分か
ち合いました。

　１１月１３日、多度津小学校で町消防操法
大会が開催されました。各分団が練習の成果
を十分に発揮し、能力向上が図られた素晴ら
しい大会になりました。
【小型ポンプ操法の部】
　１位　第３分団　第１班
　２位　第３分団　第２班
　３位　第４分団　第２班

まちかどズーム
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内
内
容
　

時
日
時
　

所
場
所

対
対
象
　

定
定
員
　

料
料
金

申
申
込
み
　

他
そ
の
他
　

問
問
合
せ

■
第
50
回
　
中
学
生
の
「
税
に

　
つ
い
て
の
作
文
」
入
賞
者

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
お

よ
び
国
税
庁
が
共
催
し
た
「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
に
お
い
て
、
次

の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

【
丸
亀
税
務
署
管
内
納
税

　
　  

貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
】

　

泉　

幸
知　
　
　
（
多
中
３
年
）

【
丸
亀
税
務
署
管
内
納
税

　
　  

貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
】

　

小
笠　

友
理
子　
（
多
中
３
年
）

【
丸
亀
税
務
署
管
内
租
税

　
　  

教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

　

田
中　

愛
莉　
　
（
多
中
１
年
）

　

遠
山　

翔
音　
　
（
多
中
１
年
）

■
「
白
方
か
き
祭
り
」
開
催

　

白
方
漁
業
協
同
組
合
で
は
、「
白

方
か
き
」
で
作
る
で
き
た
て
か
き

料
理
（
か
き
飯
・
か
き
汁
・
焼
き

か
き
）
や
持
ち
帰
り
用
か
き
を
、

低
価
格
で
ご
提
供
し
ま
す
。

時
２
月
４
日
㈯

　

10
時
か
ら
売
り
切
れ
ま
で

所
白
方
漁
業
協
同
組
合

　
　

西
白
方
２
９
７-

３

問
白
方
漁
業
協
同
組
合

☎
33-

１
２
０
１

■
生
ご
み
処
理
容
器
購
入

　
　
　
　
助
成
金
に
つ
い
て

　

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た

め
、
生
ご
み
処
理
容
器
を
購
入
し

た
世
帯
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
購
入
・

設
置
す
る
方
を
対
象
（
事
業
者
は

対
象
外
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
額
は
、
購
入
金
額
の
50

％
以
内
で
電
気
式
は
上
限
２
０
，

０
０
０
円
、
そ
の
他
は
上
限
３
，

０
０
０
円
で
す
。

　

１
世
帯
に
対
し
、
電
気
式
は
１

基
ま
で
、
そ
の
他
は
２
基
ま
で
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

手
続
き
な
ど
詳
細
は
環
境
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

☎
33-

４
４
２
５

■
合
同
公
売
会 

in 

丸
亀

　

市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差

押
え
た
財
産
を
入
札
に
よ
り
売
却

し
ま
す
。

時
１
月
８
日
㈰
９
時
開
場
予
定

所
飯
山
北
小
学
校
体
育
館

　
（
丸
亀
市
飯
山
町
川
原
１
８
７
４
）

他
身
分
証
明
書（
法
人
は
代
表
印
）

　

を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
丸
亀
市
税
務
課☎

24-

８
８
５
６

■
こ
こ
ろ
の
病
気
を
も
つ
人
の

　
　
　
　
　
　
家
族
学
習
会

内
演
題
「
こ
こ
ろ
の
病
気
を
理
解

し
治
療
や
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
家
族
が
知
っ
て

お
き
た
い
こ
と
」

　

講
師　

西
紋
病
院

　
　

院
長　

西
紋　

孝
一　

氏

時
２
月
９
日
㈭
14
時
～
16
時

所
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
３
階

対
こ
こ
ろ
の
病
気
を
も
つ
人
の
家

　

族
、
支
援
者
等

料
無
料

申
１
月
26
日
㈭
ま
で

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
に
て

問
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

☎
24-

９
９
６
３

FAX 

24-

８
３
４
１

■
就
職
面
接
会
２
０
１
７ 

in 

中
・
西
讃

　

学
生
や
中
途
採
用
希
望
者
へ
の

就
職
支
援
や
中
・
西
讃
地
域
事
業

所
の
労
働
力
確
保
の
た
め
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
丸
亀
・
坂
出
・
観
音
寺
の

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催

　

参
加
企
業
は
約
40
社

時
１
月
13
日
㈮ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

所
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀

対
平
成
29
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

　

定
者
お
よ
び
中
途
採
用
希
望
者

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

☎
21-

８
６
４
３

　竜泳会による新年初泳ぎが今年も開催されます。ＮＨＫ
による全国生中継も予定されていますので、ぜひ皆さんご
覧ください。

 １月１日（日）10 時頃初泳ぎ開始
 多度津港岸壁
 多度津竜泳会事務局　（ユニコム株式会社内）

　 ☎５６－６０６８

新春 初泳ぎ

お 
知 
ら 

せ

お知らせ・募集
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■
司
法
書
士
無
料
相
談
会

内
相
続
登
記
・
遺
産
分
割
・
遺
言

な
ど
の
相
続
相
談
、
登
記
相
談
、

そ
の
他
身
近
な
法
律
相
談

時
２
月
４
日
㈯
10
時
～
15
時

　

※
予
約
不
要

所
丸
亀
市
民
会
館
２
階

　

善
通
寺
市
総
合
会
館
３
階

　

そ
の
他
高
松
・
坂
出
等
で
も

開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の

よ
い
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
７-

８
２
１-

５
７
０
１

■
登
記
事
項
証
明
書
等
の
請
求
は 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
お
得
で
す

　

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
に
は
、

自
宅
や
会
社
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
請
求
で
き
る
「
か

ん
た
ん
証
明
書
請
求
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
請
求
さ
れ
た
証
明
書

は
、
郵
送
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
登

記
所
や
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
受
け
取
り
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
法
務
局
の
窓
口
で
請
求

す
る
場
合
の
手
数
料
よ
り
「
か
ん

た
ん
証
明
書
請
求
」
を
利
用
し
た

方
が
お
得
で
す
。
簡
単
な
初
期
設

定
（
申
請
者
情
報
登
録
等
）
を
す

る
だ
け
で
す
の
で
、ぜ
ひ
「
登
記
・

供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ

ム
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

☎
０
８
７-

８
２
１-

６
３
４
２

■
無
事
故
で
締
め
よ
う
　
行
く
年
を

　

無
事
故
を
誓
お
う
　
来
る
年
に

　
～
平
成
28
年
度
年
末
年
始

　
　
ゼ
ロ
災
香
川
推
進
運
動
～

　

年
末
年
始
は
、
何
か
と
繁
忙
な

時
期
で
す
。
各
事
業
場
で
は
労
働

災
害
防
止
の
た
め
、
し
っ
か
り
点

検
し
、
Ｋ
Ｙ
（
危
険
予
知
）
活
動
、

５
Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清

潔
・
躾
）
活
動
な
ど
に
よ
り
、
墜

落
・
転
落
災
害
や
転
倒
災
害
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

問
香
川
労
働
局
健
康
安
全
課

☎
０
８
７-

８
１
１-

８
９
２
０

■
多
度
津
町
奨
学
生
募
集

　

町
内
居
住
の
成
績
良
好
か
つ
向

学
心
旺
盛
な
生
徒
お
よ
び
学
生
で
、

学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方
を
対

象
に
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

奨
学
生
は
世
帯
の
経
済
状
況
や

学
業
成
績
、
選
考
会
で
の
面
接
評

価
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。

●
第
一
種
（
返
還
不
要
）

内
月
額
９
，
９
０
０
円

対
高
校
ま
た
は
高
専
（
第
３
学
年

ま
で
支
給
）
の
入
学
時
か
ら
奨

学
金
を
希
望
す
る
中
学
生

定
５
人
以
内

申
多
度
津
中
学
校
在
学
生
は
学
校

で
願
書
を
受
取
り
、
指
定
日
ま
で

に
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
方
は
、
１
月
10
日

㈫
か
ら
教
育
課
で
願
書
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
２
月
１
日
㈬
～

28
日
㈫
ま
で
に
教
育
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
二
種
（
無
利
息
で
、要
返
還
）

内
月
額
３
６
，０
０
０
円
（
大
学
等
）

　
月
額
１
２
，０
０
０
円
（
高
専
）

対
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
（
専

門
課
程
）
の
入
学
時
ま
た
は
在

学
者
で
奨
学
金
を
希
望
す
る
方

定
４
人
以
内

申
１
月
10
日
㈫
か
ら
教
育
課
で
願

書
を
配
布
し
ま
す
。
２
月
１
日

㈬
～
28
日
㈫
ま
で
に
教
育
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
課

☎
33-

０
７
０
０ 
医療や介護が必要になっても

　　　　　最期まで自分らしく

支え合いのしくみづくり
地域包括ケア講演会

パート３
●講演内容
①「在宅医療について」
　　講師　氏家内科医院
　　　　　　院長　氏家　浩三　氏

②「こんにちは！訪問看護です」
　　　  ～訪問看護の役割と活用例について～
　　講師　バイス訪問看護ステーションひかり
　　　　　　管理者　東條　教子　氏
　　　　　　　　　　松浦　靖子　氏

 １月29日（日）13時30分～15時30分
 町総合福祉センター４階
 多度津町民
 無料
 町地域包括支援センター　☎3 3 -113 8

　事前の申込は必
要ありません。
　多数のご来場を
お待ちしています。

募
　
　  

集

お知らせ・募集
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■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
屋
内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集

　

リ
ユ
ー
ス
学
生
服
・
学
校
用
品

大
歓
迎
！

　

不
要
な
日
用
品
、
衣
類
、
お
も

ち
ゃ
等
を
販
売
し
ま
せ
ん
か
？

時
２
月
26
日
㈰
９
時
30
分
～
13
時

対
多
度
津
町
・
丸
亀
市
に
お
住
い

　

の
18
歳
以
上
の
方

　

※
25
日
㈯
に
搬
入
で
き
る
方

　

※
プ
ロ
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

定
約
30
店
舗（
申
込
多
数
は
抽
選
）

料
１
，
０
０
０
円

申
１
月
25
日
㈬
必
着

往
復
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名

③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
販
売
品

目
を
明
記
の
上
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

●
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

時
１
月
21
日
㈯
午
前

定
５
人　

※
要
予
約

●
ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

時
１
月
15
日
㈰
・
22
日
㈰
※
要
予
約

対
足
の
サ
イ
ズ
が

12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん

料
８
，
０
０
０
円

●
古
布
工
房
特
別
講
座

　「
入
園
・
入
学
お
助
け
講
座
」

　

手
提
げ
バ
ッ
ク
や
上
靴
入
れ
、

制
服
の
簡
単
な
お
直
し
等
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

雑
巾
１
枚
か
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
！

時
都
合
の
良
い
日
で
、
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。　

※
要
予
約

問
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56-

１
１
４
４

■
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
授
業
見
学
会

内
来
春
の
進
学
に
向
け
て
、
授
業

　

見
学
、
進
学
相
談
を
し
ま
す
。

時
１
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮

　

午
前
の
部　

９
時
30
分
受
付

　

午
後
の
部　

12
時
受
付

所
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

（
丸
亀
市
郡
家
町
３
２
０
２
）

対
一
般
入
試
・
自
己
推
薦
入
試
受

　

験
希
望
者
、
保
護
者

問
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

☎
24-

６
２
５
５

■
番
の
州
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

●
ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　「
バ
ラ
の
冬
剪
定
」

時
１
月
22
日
㈰

　

Ⓐ
９
時
30
分
～
11
時
45
分

　

Ⓑ
13
時
30
分
～
15
時
45
分

定
先
着
各
20
人

料
５
０
０
円

申
１
月
５
日
㈭
か
ら

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別

⑤
電
話
番
号
⑥
Ⓐ
Ⓑ
の
希
望
⑦

質
問
事
項
を
明
記
の
上
、
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て

問
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

☎
45-

６
８
２
０

FAX 

43-

５
２
１
３

■
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

　
堀
江
新
開
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

　【
公
営
住
宅
】

　
堀
江
新
開
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
　
／
２
戸

申
１
月
６
日
㈮
～
16
日
㈪

　

※
募
集
要
領
は
住
民
課
で
配
布

　
　

し
て
い
ま
す
。

問
住
民
課

☎
33-

４
４
８
０ 

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　
平
成
７
年
１
月
17
日
に

発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
に
創
設
さ
れ

た
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
は
、
１
月
15
日

か
ら
21
日
ま
で
と
定
め
ら

れ
、
災
害
時
に
お
け
る
自

主
的
な
防
災
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
強
化
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
に
は
、
熊
本
地
震
が
発
生
し
、
多
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
生
命
や
財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
今
後
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
等
に
対
す
る
備
え
や
住
民
の
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に
・
・
・

●
地
域
の
防
災
訓
練
等
に
積

極
的
に
参
加
す
る

●
日
ご
ろ
か
ら
近
所
の
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
災
害
に
備
え
る

お知らせ・募集
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1 月のゴミ収集日
【問合せ】環境課　☎ 33 ｰ 4425
資　源 不　燃 粗　大 可燃

1 区～ 4 区・寿町・
桜川団地

18 日

16 日
30 日

10 日
（2 月 2 日）

火
・
金

5 区～7 区
17 日
31日 12 日県営多度津団地

8 区
11日

9 区
19 日 17 日

月
・
木

10 区～12 区・
日の出町

25 日
堀江・学園台・北鴨・
幸町・若葉町   5 日

20 日
（2 月 3 日）

19 日
袖

（2 月 1日）道福寺・桜川東・南鴨・
葛原

  6 日
23 日 24 日

庄・三井・青木（本村・
金道・青木団地）

（2 月 8 日）

10 日
26 日 23 日 火

・
金青木（北山）・山階 12 日

24 日 26 日

西白方・奥白方・
見立・東白方（本村）

11日

13 日
27 日 31日 月

・
木東白方（原戸・城ヶ下）・

西港町
17 日
31日 12 日

高　見 6 日・20 日
佐　柳 6 日・13 日・20 日・27 日
※ペットボトルのふたなどプラスチック製のふたは可燃ごみになります。

 上下水道課 ☎３３ - １３００

水道管の凍結、破裂を防ごう！

　これからの季節、突然の冷え込みによって水道
管が凍結・破裂すると、思わぬ出費にもつながり
ます。凍結防止方法を確認しましょう。

　外気温がマイナス４度以下になった時や、一日
中氷点下の真冬日が続いた時、旅行で長期間水道
を使用しない時などは、水道の凍結が起こること
があります。とくに、屋外水栓は注意が必要です。

　むき出しになっている水道管や蛇口に布類、市
販の保温材を巻き、保温を行ってください。また、
その上からビニールテープをしっかり巻き付け、
濡れないようにするとより効果的です。

　無理に蛇口をひねったり熱湯をかけたりせずに、
露出している水道管に布やタオル等を巻きつけて
ぬるま湯をゆっくりかける、ドライヤーの温風や
低温の暖房部材を凍結した部分にあてるなどの処
置を行ってください。
　それでも水が出ない場合
は、町指定の給水装置工事事
業者へ修理を依頼してくださ
い。その場合の修理費用は、
住民の方のご負担となりま
す。なお、町のホームページ
に町指定の給水装置工事事業
者一覧を掲載しています。

1 4

2

3

凍ると大変！ 凍結した場合の対処法！

こんな時は注意！

今からできる凍結防止方法！

お知らせ・募集
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◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■ 平成２９年度がん検診を受けましょう！

【インフルエンザ・肺炎対策】

①胃内視鏡検査（胃カメラ検査）の実施

■平成２９年度検診受診調査書の取りまとめを行います■

②節目年齢の方は、自己負担金が無料！

■ ヘルスメイト通信

　がんの予防対策の一つとして、がん検診を受診することが有効です。住民の方がより受けやすいがん検診にするため、
町では平成２９年度下記の取り組みを行います。この機会に、ぜひがん検診を受けましょう。

　（平成２９年度は偶数年齢の方が対象）
　施設検診を受ける場合、胃部Ｘ線検査（バリウ
ム検査）と胃内視鏡検査（胃カメラ検査）のどちら
を受診するか選択できます。
　集団検診を受ける場合は胃部Ｘ線検査（バリウ
ム検査）のみとなります。

　各ご家庭に「平成２９年度検診受診調査書」を送付しますので、２月８日（水）までに自治会の福祉保健推進員へ
提出してください。自治会未加入の方は、保健センターまたは福祉保健課へ提出してください。
　がん検診の受診希望の有無と、希望しない場合は、その理由（職場や病院で受診するなど）を記入し、必ず返信く
ださい。
　詳しくは、検診受診調査書に同封している案内をご覧ください。

　長い人生、自分に合った豊かな生活を過ごすためにはと
にかく健康が一番。健康な体づくりは規則正しい食生活が
基本です。さあ、まずは食生活を見直すことからはじめて
みませんか？

　多くのがんは、自覚症状がないまま進行していきます。
自覚症状のないうちに、早期発見し早期治療することで
治せるがんも増えています。
　また、がん予防には、生活習慣を整えること、定期的
にがん検診を受けることが大切です。

①こまめな手洗い、うがい
②マスクの着用（咳エチケットを
実行しましょう）
③十分な栄養や休養
④予防接種をうける

【感染性胃腸炎対策】
①食品は十分加熱（８５℃で１分以上）する
②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒
③こまめに手を洗う
④嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を
用いて、ビニール袋に入れてしばって捨てる

開催日 場　所 申し込み先

1月27日(金)

1月30日(月)

2月  1日(水)

2月  9日(木)

豊原農村婦人の家

町民健康センター

白方地区公民館

四箇地区公民館

葛石　京子
　☎32-7662
武田　万理子
　☎33-4383
原　久美子
　☎32-2538
津村　盛枝
　☎33-0354

人間ドックを希望する方は、申込みが必要です！

申込受付：平成２９年１月１８日（水）８：３０から
　　　　　※各実施機関とも先着順とし、定員になり次第、
　　　　　　締め切ります。
申込み先：保健センター　☎32 - 8 5 0 0　まで

《時間》９：３０～１２：３０
《参加費》２００円
《準備物》エプロン・三角巾・手拭タオル・筆記用具
《申込締切》１月２３日（月）定員３０人になり次第締切

各検診の申し
込みは検診受
診調査書で！

節目年齢 無料となる検診
41歳、46歳、51歳、
56歳、61歳の方

胃がん・肺がん・大腸がん・
前立腺がん・乳がん検診・喀痰検査

21歳、26歳、31歳、
36歳、41歳の女性の方

子宮頸がん検診

※平成３０年４月１日現在の年齢

～がんについて次のように思っていませんか？～
●自分はきっとがんにはかからない
　日本人の約２人に１人ががんにかかるといわれてい
ます。がんは、だれでもかかる可能性のある身近な
病気です。
●健康に自信あり！だから、受けなくて大丈夫！！
　がんはさまざまな要因で起こる病気です。どんなに
気をつけても完全に防ぐことはできません。
●検診でがんが見つかるのが怖い！
　がんは、今や不治の病ではありま
せん。早期発見・早期治療のため
にがん検診を活用しましょう。

感
染
対
策
!!

■保健センター行事予定 ■無料相談

■休館日

■休日当番医

相談名 日　　　時 場所・連絡先

高齢者相談
（弁護士対応）

1 月 19 日（木）
　10:30-12:00 ※要予約

町民健康センター２階
☎ 32-8501 ／町社協

人権相談 1 月 17 日（火）
　10:00-15:00

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

行政相談 1 月 17 日（火）
　10:00-15:00

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

身障者相談 1 月 20 日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎ 32-3063 ／田中公敏

障がい者
生活相談

1 月 26 日（木）
　13:30-16:30

福祉センター
☎ 33-4488 ／福祉保健課

こころの
相談日

1 月 19 日（木）
　午後 1 時 30 分～午後 4 時

福祉保健課（相談室）
☎ 33-4488

  1 月   1 日 山 本 医 院 （大通り） ☎ 32-2809

  1 月   2 日 三 宅 病 院 （栄町２） ☎ 32-2447

  1 月   3 日 加 藤 病 院 （寿　町） ☎ 33-2821

  1 月   8 日 ウ ツ ミ 整 形 外 科 （道福寺） ☎ 33-1510

  1 月   9 日 嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科 （幸　町） ☎ 32-8711

  1 月 15 日 氏 家 内 科 医 院 （京　町） ☎ 32-2635

  1 月 22 日 秋 山 医 院 （仲ノ町） ☎ 32-8326

  1 月 29 日 河 内 病 院 （青　木） ☎ 33-3113

柔道整復　  1 月   8 日　藤木接骨院         （ 大通り）　☎ 32-2663

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

老人健康施設
1日～ 3 日、7 日、8 日、9 日、14 日、15 日、		
21日、22 日、28 日、29 日、２月４日、２月５日	

明徳会図書館
1日～ 4 日、9 日、10 日、16 日、23 日、30 日、	
31日、２月６日

町民会館
1日～ 3 日、10 日、17 日、24 日、31日、
２月７日

温水プール
1日～ 4 日、10 日、17 日、24 日、31日、
２月７日			 

スポーツセンター
1日～ 3 日、10 日、16 日、23 日、30 日、
２月６日

町立資料館
1日～ 4 日、10 日、16 日、23 日、30 日、
２月６日

※『林求馬邸』の開館日は、1 月 8 日（日）、2 月 5 日（日）です。

日曜日 行　　　事 時　間 場所
6 日㈮ 生活習慣病予防相談 13:30-15:00 白公

10 日㈫
糖尿病予防教室②

「糖尿病と足病変　フットケア」
13:30-15:00 健セ

11 日㈬
乳幼児相談（平成２８年３月生）
のびのび広場　「ベビーマッサージ」

9:00-10:00
9:30-12:00

別館
別館

12 日㈭ ３歳児健診（平成２５年６月生） 13:30-14:30 健セ

13 日㈮
ことばの相談　※要予約
四箇地区母子愛育班　「レジンで小物作り」
生活習慣病予防相談

9:00-11:00
9:30-12:00

13:30-15:00

別館
四公
農婦

16 日㈪
ヘルスメイト養成講座④
食改役員会

9:00-13:00
13:00-15:00

健セ
健セ

17 日㈫ 乳児健診（平成２８年８～９月生） 13:30-14:30 健セ

18 日㈬ のびのび広場 9:30-12:00 別館

19 日㈭
２歳６か月児健康相談、歯科健診

（平成２６年６～７月生）
13:30-14:30 健セ

20 日㈮ 生活習慣病予防相談 13:30-15:00 福セ

23 日㈪ 食改中央研修Ａ 9:30-12:30 健セ

24 日㈫
食改中央研修Ｂ
献血

9:30-12:30
13:30-16:30

健セ
福セ

25 日㈬
こども相談　※要予約
乳幼児相談（平成２８年３月生）
のびのび広場　「保育士さんと親子遊び」

9:00-16:00
9:00-10:00
9:30-12:00

健セ
別館
別館

27 日㈮
食改豊原地区講習会
生活習慣病予防相談
白方地区福祉保健推進員研修会　「運動」

9:30-12:30
13:30-15:00
13:30-15:00

農婦
四公
白公

30 日㈪ 食改多度津地区講習会 9:30-12:30 健セ

白公＝白方地区公民館／健セ＝保健センター／別館＝別館ピーチ／
四公＝四箇地区公民館／農婦＝豊原農村婦人の家／福セ＝町総合福
祉センター

◇糖尿病予防教室◇
【内容】講演会「糖尿病と足病変　フットケア」
　　　 講師　四国こどもとおとなの医療センター
　　　  　　　糖尿病療養指導士　新居　優紀　氏

【日時】１月１０日（火）１３時３０分～１５時

【内容】講演会「糖尿病に対する運動療法について」
　　　 講師　四国こどもとおとなの医療センター
　　　  　　　理学療法士　国重　裕二　氏

【日時】２月７日（火）１３時３０分～１５時

【場所】町民健康センター２階　多目的ホール
【申込】　 参加希望の方は、事前に保健センターまでお申込み
　　　 ください。

育児・子育てに関する電話相談、来所相談を
随時行っています。お気軽にご相談ください。

【受付時間】月～金曜の８：３０～１７：１５の開館日

■納税・納付
納期限 対象税目 期　別

1 月 31 日㈫
住民税

国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

4 期
6 期
7 期

どうぞお気軽にご相談を！

1 月の 予定
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◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■ 平成２９年度がん検診を受けましょう！

【インフルエンザ・肺炎対策】

①胃内視鏡検査（胃カメラ検査）の実施

■平成２９年度検診受診調査書の取りまとめを行います■

②節目年齢の方は、自己負担金が無料！

■ ヘルスメイト通信

　がんの予防対策の一つとして、がん検診を受診することが有効です。住民の方がより受けやすいがん検診にするため、
町では平成２９年度下記の取り組みを行います。この機会に、ぜひがん検診を受けましょう。

　（平成２９年度は偶数年齢の方が対象）
　施設検診を受ける場合、胃部Ｘ線検査（バリウ
ム検査）と胃内視鏡検査（胃カメラ検査）のどちら
を受診するか選択できます。
　集団検診を受ける場合は胃部Ｘ線検査（バリウ
ム検査）のみとなります。

　各ご家庭に「平成２９年度検診受診調査書」を送付しますので、２月８日（水）までに自治会の福祉保健推進員へ
提出してください。自治会未加入の方は、保健センターまたは福祉保健課へ提出してください。
　がん検診の受診希望の有無と、希望しない場合は、その理由（職場や病院で受診するなど）を記入し、必ず返信く
ださい。
　詳しくは、検診受診調査書に同封している案内をご覧ください。

　長い人生、自分に合った豊かな生活を過ごすためにはと
にかく健康が一番。健康な体づくりは規則正しい食生活が
基本です。さあ、まずは食生活を見直すことからはじめて
みませんか？

　多くのがんは、自覚症状がないまま進行していきます。
自覚症状のないうちに、早期発見し早期治療することで
治せるがんも増えています。
　また、がん予防には、生活習慣を整えること、定期的
にがん検診を受けることが大切です。

①こまめな手洗い、うがい
②マスクの着用（咳エチケットを
実行しましょう）
③十分な栄養や休養
④予防接種をうける

【感染性胃腸炎対策】
①食品は十分加熱（８５℃で１分以上）する
②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒
③こまめに手を洗う
④嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を
用いて、ビニール袋に入れてしばって捨てる

開催日 場　所 申し込み先

1月27日(金)

1月30日(月)

2月  1日(水)

2月  9日(木)

豊原農村婦人の家

町民健康センター

白方地区公民館

四箇地区公民館

葛石　京子
　☎32-7662
武田　万理子
　☎33-4383
原　久美子
　☎32-2538
津村　盛枝
　☎33-0354

人間ドックを希望する方は、申込みが必要です！

申込受付：平成２９年１月１８日（水）８：３０から
　　　　　※各実施機関とも先着順とし、定員になり次第、
　　　　　　締め切ります。
申込み先：保健センター　☎32 - 8 5 0 0　まで

《時間》９：３０～１２：３０
《参加費》２００円
《準備物》エプロン・三角巾・手拭タオル・筆記用具
《申込締切》１月２３日（月）定員３０人になり次第締切

各検診の申し
込みは検診受
診調査書で！

節目年齢 無料となる検診
41歳、46歳、51歳、
56歳、61歳の方

胃がん・肺がん・大腸がん・
前立腺がん・乳がん検診・喀痰検査

21歳、26歳、31歳、
36歳、41歳の女性の方

子宮頸がん検診

※平成３０年４月１日現在の年齢

～がんについて次のように思っていませんか？～
●自分はきっとがんにはかからない
　日本人の約２人に１人ががんにかかるといわれてい
ます。がんは、だれでもかかる可能性のある身近な
病気です。
●健康に自信あり！だから、受けなくて大丈夫！！
　がんはさまざまな要因で起こる病気です。どんなに
気をつけても完全に防ぐことはできません。
●検診でがんが見つかるのが怖い！
　がんは、今や不治の病ではありま
せん。早期発見・早期治療のため
にがん検診を活用しましょう。

感
染
対
策
!!
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町町長公室   ☎33-1115

◎問合せ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

■『私のお薦め』 ～リレー寄稿 第45回～ 』二十四の瞳『 著／壺井　栄

上田 英治（道福寺）

町の人口町の人口町の人口
（12月１日現在 常住人口）（12月１日現在 常住人口）（12月１日現在 常住人口）

人　口
男
女
世帯数

（ー29）
（ー11）
（ー18）
（＋  4）

２３，2 5 8 人
人
人

１１，６6 0
１１，5 9 8
９，6 3 0 世帯

　「この名前って二十四の瞳じゃないですか。そうだ、読み方もいっしょだから」
　先日、小学生向けの演劇ワークショップの見学に小豆島を訪れた際、クラスの
名簿をみた講師の先生が目を細めてつぶやきました。

　『二十四の瞳』は小豆島出身の作家である壺井栄が、終戦から７年後の昭和２
７年に発表した小説です。
　昭和３年、瀬戸内海べりの一寒村に赴任してきた新米の大石先生は、受けもっ
た１２人の一年生の児童を見て「このひとみを、どうしてにごしてよいものか。」と
意気込みます。しかしながら、大石先生も子どもたちも戦争と歴史の大きな流れに
呑みこまれていきます。
　教師としての無力さに悩みながらも、大石先生は子どもたちと真摯に向きあいま
した。そして終戦後、彼女は彼らのたどったこれまでの日々を思い、涙を流します。
　反戦文学として語られることの多い本作品ですが、そのこと以上に、人と人がつ
ながることの尊さ、そして人への慈しみが伝わってくる作品です。

　修学旅行の金比羅参りは多度津からはじまります。その昔、多度津は海上・陸
上の要所として栄えました。

　「海の色も、山のすがたも、そっくりそのままきのうにつづくきょうであった。」
　小説というものの魅力をあらためて感じさせてくれる、そんな一冊だと思います。

■1月の行事
★おはなし会『ひまわり』
　１月１４日（土）１４時～１４時３０分
★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　１月１８日（水）１４時３０分～１５時
　絵本の読み聞かせ、紙しばい、
　手あそびなどをします。

■新着図書のご案内
●『

』
笑って、泣いて、考えて。
　　 永　六輔の尽きない話
聴講生／さだ　まさし

永　六輔の「好奇心」「行動力」
「人脈」「仕事」の秘密

思わず大爆笑！

つらい場面でも笑ってはなそう！

・黒柳　徹子に「ごめんね」事件
・「歩こおぅおぅお」で坂本 九と大げんか
・渥美 清は「浮浪児のあんちゃん」
・倉本 聰との“気持ち悪い”縁　　etc.

明けまして
おめでとうございます
１月５日（木）から開館！
本年もよろしく
　お願い申し上げます。
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